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近年，文部科学省で児童に様々な課題に取り組む「生きる力」を育ませるための新学習指導要領が全面

実施されている．文部科学省の「学校安全の推進に関する計画」では，通学路で児童生徒に危害が加え

られる事件や侵入者による安全を脅かす事件等が発生し，大きな社会問題となることがあげられている．

多くの学校では安全意識を高めることを目的とした「安全マップ活動」が行われている．本研究では

Android タブレット端末を用いた小学校安全マップ活動支援アプリケーションの開発を行っている．本

稿ではフィールドワークで児童が取材活動を行った結果を安全マップ画像として出力する機能の改良に

関する報告を行う． 
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1. はじめに 

文部科学省「学校安全の推進に関する計画」による

と学校現場では，学校安全について十分な時間がとり

にくい現状であることがあげられている(1)．文部科学

省「学校の安全管理の取組状況に関する調査」による

と安全マップ作成実施率が平成 23 年度末では 85.1%

であったのに対して平成 27 年度末では 55.1%と大き

く減少している(2)(3)．文部科学省「第 2 次学校安全の

推進に関する計画」では，児童生徒等にいかなる状況

下でも自らの命を守り抜くとともに，安全で安心な生

活や社会を実現するために主体的に行動する態度を育

成する安全教育を推進することが不可欠であるとされ

ている(4)．一方,「日本再興戦略」や「世界最先端 IT国

家創造宣言」によると，2010 年代中に１人１台の情報

端末による教育の本格展開に向けた方策を整理し，推

進するとされている(5)(6)． 

このような背景を踏まえて，本研究では安全マップ

活動をAndroidタブレット端末により支援するアプリ

ケーションの開発を行っている．このアプリケーショ

ンによって，より効果的に安全マップ活動を行うこと

が可能となると考えられる．本稿では本アプリケーシ

ョンのユーザーインターフェイスの改良として，安全

マップ活動結果を安全マップ画像として出力するため

の機能の改良に関しての報告を行う． 

2. アプリケーションを使用した安全マップ

活動について 

2.1 安全マップ活動の概要 

安全マップ活動とは，「防犯」，「防災」，「交通安全」

の 3つの観点において児童の安全意識を育むことを目

的とした授業の一環で，フィールドワークを通じて自

分の住んでいる地域の安全な場所や危険な場所につい
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て調べ，地図にまとめ，安全に関する意識を育む活動

である(7)．小学校での基本的な安全マップ活動の流れ

を図 2.1に示す． 

 

図 2.1 安全マップ活動の流れ  

2.2 アプリケーションの概要 

本アプリケーションは実際の安全マップ活動に沿っ

た機能を搭載しており，フィールドワークなどで使用

する地図は OpenStreetMap(8)を利用している．以下に，

アプリケーションの各モードについて説明する． 

2.2.1 デスクワークモード 

デスクワークモードでは，フィールドワークを行う

前にて各班の活動エリアを登録することができる．ま

た，活動エリア内の防災施設アイコンや危険区域など

も登録することもできる． 

2.2.2 フィールドワークモード 

フィールドワークモードでは，活動エリア内に実際

にフィールドワークを行い，安全・危険な場所のポイ

ント登録（写真やメモなど）をすることができる．ま

た，一般の人にインタビューした内容を登録すること

もできる． 

2.2.3 まとめモード 

まとめモードでは，「発表準備・紙地図準備」と「発

表会」に分かれる． 

「発表準備・紙地図準備」モードでは，フィールド

ワークで登録した安全・危険な場所のポイントを編集

し，発表会で発表するポイントを選択したり，紙地図

に印刷する際に表示するポイントを選択したりするこ

とができる． 

本稿における紙地図とは，紙の地図として印刷する

ための画像のことで，フィールドワークを行った場所

の地図と登録したポイントの情報を載せることが可能

である． この画像を印刷することにより，小学校の教

室や廊下での掲示や，家庭に持ち帰り家族に情報を共

有するなどの利用が可能である． 

また，「発表会」モードにより，児童は発表するポイ

ントの写真や地図，メモ等をスクリーンに投影して発

表することができる． 

2.2.4 その他モード 

その他モードでは端末間のデータ共有や前述の紙地

図を画像として出力することができる．活動観点の変

更，小学生の学年に合わせた漢字表記の切り替えを行

う機能を有している． 

3. アプリケーションの開発 

3.1 紙地図のユーザーインターフェイス変更 

図 3.1 では今までの紙地図のレイアウト（以下紙地

図 A）の様に，フィールドワークエリアの全体のエリ

ア地図と班のエリア地図の下に最大 12 個までのポイ

ント情報を 3行 4列で配置した形をとっていた．これ

をより見やすくするように，図 3.2 の紙地図のレイア

ウト（以下紙地図 B）では班のエリア地図を中心にし，

その周りに今まで同様 12 個までのポイントを配置す

るように変更を行った．ポイントのアイコンはそれぞ

れが複数重なると見えにくくなるため，アイコンの形

状を変更し小さくした．班のエリア地図内にある登録

されたポイントとそれに対応した周りに配置されるポ

イント情報に線を引き，ポイントの情報をわかりやす

くした．その際，結ぶ線が交差しないようにポイント

情報の並び替えを行い，視認性を向上させた．また，

端末の解像度によって紙地図の画面表示が変わってし

まうこととAndroidタブレットの一般的な解像度とし

て 1280×800（単位：pixel）に対応できること，また

A判の比率を考慮して，紙地図の解像度は 1181×850
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（単位：pixel）固定で出力できるようにした． 

 

図 3.1 変更前の紙地図のレイアウト 

 

 

図 3.2 変更後の紙地図のレイアウト 

4. 安全マップ画像の検証 

10月から 11月にかけて八王子市内の小学校 1校で

56人の 6年生を対象に，アプリケーションを利用した

安全マップ活動後に変更を加えた紙地図に関するアン

ケートを実施した． 

アンケート内容は「Aの地図は分かりやすいですか」,

「B の地図は分かりやすいですか」という質問につい

て 4件法で「すごくそう思う」，「少しそう思う」を肯

定的回答とし，「あまりそう思わない」，「全くそう思わ

ない」を否定的回答として集計を行い，「地図 A・Bは

どちらの方が良いと思いますか」という質問ついては

Aと Bの 2件法での集計を行った．回答結果を「Aの

地図は分かりやすいですか」,「Bの地図は分かりやす

いですか」を図 4.1に，「地図 A・Bはどちらの方が良

いと思いますか」を図 4.2 に示す．図 4.1 より紙地図

Bの方が肯定的意見が多く，また図 4.2から Bの方が

良いと感じる児童が多いことが分かった． 

一方で，紙地図 Bに対しては「文字が小さくて見づ

らい」などの意見も見られた．この原因として紙地図

の解像度が低いことや文字のサイズが関係していると

考えられる．そのため，高解像度の対応と，文字を大

きく表示するために紙地図デザインの改善を進める． 

 

図 4.1 A・B の地図は分かりやすいですか 

 

 

図 4.2 地図 A・B はどちらの方が良いと思いますか 

5. おわりに 

八王子市内の小学校 3校において，本アプリケーシ

ョンを用いて安全マップ活動が行われた．1 校目は 5

月から 6月にかけて小学校の 4年生が対象に，また 2

校目に 10月から 11月にかけて小学校の 4年生，3校

目は 6 年生が対象となる活動であった．6 年生を対象

にして行ったアンケートを通じ，紙地図は変更後の方

が変更前と比べて高い評価が得られた．一方，新たな

改善点も見出された． 

今後の予定としては紙地図の画像を高解像度に対応

させ，紙地図のデザインをより分かりやすくするため

の改良を行う． 
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